
 

声明文 

                        

                            ２０１０年１２月６日 

                           協同組合日本脚本家連盟 

                           理事長 中 島 丈 博 

  

   

  『東京都青少年の健全な育成に関する条例の一部を改正する条例』 

に反対する。 

    

 我々協同組合日本脚本家連盟は、６月の都議会にて否決された『青少年の健全な育成

に関する条例改正案』に反対声明を告知したものでありますが、今回、更に当条例を改

正どころか改悪がなされ、１２月の都議会に提出されたことに強い懸念と疑懼を抱くも

のです。 

前回の１８歳未満とするキャラクターを当事者とする性交若しくは性交類似行為の描

写表現を規制するための「非実在青少年」の文言は、今回の改正案に於て削除はされた

ものの、「漫画、アニメーションその他の画像(実写を除く。)で、刑罰法規に触れる性

交若しくは性交類似行為又は婚姻を禁止されている近親者間における性交若しくは性交

類似行為を、不当に賛美し又は誇張するように、描写し表現することにより」との条文

が第七条第二号に追加され、これにより前回よりも更に広範囲に表現の自由を侵すおそ

れのある改悪案との解釈をせざるを得ません。 

今回の改正案は、漫画、アニメーションという特定ジャンルを狙い撃ちし、加えて、

表現内容にまで踏み込んで規制しようとするもので、戦前戦中の公権による検閲を想起

させ、表現の自由を著しく侵すものとなりかねません。 

我々日本脚本家連盟に所属する多数の漫画の原作者、アニメーションの脚本家は今回

の条例改定案が通過するが如き事態となれば、著しい創作意欲の萎縮、発想の自由の制

限を受けることは必至となります。 

また上記の性交若しくは性交類似行為を「不当に賛美し又は誇張するように描写し又

は表現することにより、青少年の性に対する判断能力の形成を妨げ、青少年の健全な成

長を疎外するおそれがある」との規定は甚だ曖昧であり、どこまでが「不当に賛美し叉

は誇張するように描写し又は表現する」ものであるのか、その線引きはどのようになさ

れるのか甚だ疑問であります。 

例えば木下恵介の有名な作品『永遠の人』は地主の息子に強姦された女主人公が愛す

る人との結婚を諦めて泣く泣く強姦された地主の息子と結婚するが、生涯に亘ってこの

夫を憎み続けるというストーリィです。これをアニメ化した場合、強姦シーンをリアル

に表現したとしても、強姦された女が生涯夫を憎み続けることにより、「不当に賛美し

又は誇張するように描写し又は表現」していないと判定されて、「青少年に販売したり

閲覧させないよう事業者に努力義務を求める図書」としての判定から免れるのでしょう



 

か。それとも強姦シーンを「誇張した表現」と見なされ逆の判定をされるのでしょうか。

考えるだに馬鹿馬鹿しく滑稽であります。我々脚本家をはじめ、創作者にとって強姦や

近親相姦は重要なモチーフであり、これを描写表現したい意欲を持つことは極めてあり

ふれたことであって、このような馬鹿馬鹿しい判定によって表現の自由を侵す条例を半

ば恒久化しようとする企みは極めて不当かつ危険であり、今回の条例改悪は許されるべ

きではないと考えます。 

前回の反対声明にも述べた通り、表現の何を以て『悪質』と感じるかは、文化と時代

性に応じて変化するものであり、又個人個人により解釈の幅が異なり、法で規制しよう

すれば、結果として拡大解釈を招く愚挙を犯すこととなります。 

漫画、アニメーションは御承知の通り、今や日本の輸出産業を担っており、実作者は

性や暴力のみならず、キャラクターの姿態などの表現にも十二分の注意を払っておりま

す。行政介入によらない、あくまでも実作者である漫画家、脚本家また業界の良識によ

る自己規制こそが、表現の自由に於ける健全なあり方だと考えます。 

よって、協同組合日本脚本家連盟は『東京都青少年の健全な育成に関する条例の一部

を改訂する条例』に対し、断固として反対を表明するものです。 

                                  以上 

 


